






















































































第二には、ロシア語表記に用いられるキリル文字 33 種(大文字、小文字をあわせて 1 種
類と数える)ではモンゴル語の子音および母音の表記に十分でなかった点である。そのた
め、モンゴル語の基本母音を表記するために 2 種類の文字(大文字 Ө と小文字 ө、大文字




























































































の 5 つのパターンに分けることが可能である。 
(1)単語との母音調和による格の母音交替 
格が結合する単語の母音構造が男性語／女性語の二タイプのいずれか、もしくは男













格が結合する単語の語末が-г , ж , к ,ч , ш で終わる男性語の場合、格の先頭部の長母
音 ы が ий へと変化する(属格、対格)。また、単語の語末が-н あるいは「隠れた н」(「不
定の н」ともいう)で終わる場合、-ын／-ийн ではなく長母音-ы／-ий のみを付ける(属
格)。さらに、単語の語末がある特定の子音の場合、格の先頭部の子音が変化する(与
位格)。 
 (4) 語末の母音の影響による格のトップの ы／ий の欠落、子音 г の発生 
格が結合する単語の語末が長母音、二重母音、固有名詞・外来語の母音(短母音・長
母音・二重母音を問わない)の場合に、格の基本形の先頭部の長母音 ы／ий が欠落す
るか(属格、対格)、もしくは格の先頭部に子音 г が発生する(属格、造格、奪格)。 


































を含まず、母音は中性短母音 и あるいは中性長母音 ий のみからなる語が、女性語 э・
ү グループ扱いとなること) 
(2)母音配列の規則に関し、男性語であれば a・y グループか、o グループかを正しく
判別できること。女性語であれば э・ү グループか、ө グループかを正しく判別でき
ること(軟母音 я、ю、ѐ、е、ю を含む語および外来語がいずれのグループに属すか) 
次の項目については、既習であれば正しく理解できているかを確認し、未習であれば
ここで新たに導入すべき文法事項である 
(3)隠れた н をもつ名詞 17)について 


























































































Осакагийн が正しく、Oсакын にならないということである。 
例外 5 の「隠れた н をもつ語の後〔н が現れて〕」という部分については、追加説明






н をもつ名詞は属格形、奪格形、与位格形の 3 つの格語尾において、隠れた н が現れる
(例：ус(ан)「水」の属格形は усны、奪格形は уснaac、与位格形は усанд)。しかし、
一部の名詞は隠れた н をもち、奪格形と与位格形においては通常どおり隠れた н が現れ
るのであるが、属格形のみ隠れた н が現れない (例：уул(ан)「山」の 属格形は уулын
で н が現れた уулны にならないが、奪格形は уулнaac、与位格形は ууланд といずれも






































詞で隠れた н が現れるのは属格、奪格、与位格の 3 つの格においてであること、造格と




























































れた н を有さない場合は属格形＞ 
⑦素材 金の指輪 
＜属格は用いず、前の素材に当たる名詞








⑧同格 弟のドルジ／首都のウランバートル 格不要 

























⑤範囲・範囲の限定 1 日で仕事を終える／5 時で締め切る 造格、与位格 










































⑦動作・作用の時間 7 時に起きる、1990 年に生まれた 

























а4：а,э,о,ө ／ а3：а,э,о 
 前にある単語の末尾 属 格 対 格 造 格 奪 格 与 位 格 共 同 格 
  ～の ～を 
①～で、～





























－аар4 －аас4 －д －тай3 
女：－ийн 女：－ийг 


















隠れた г を持つ〔г が現れて〕 











－г , р の大部分 
－в , с の一部 














1．モンゴル語の基本母音７つのうち a・y ・o は男性母音、э・ү・ө は女性母音、и は中性母音
と呼ばれ、原則として一つの単語中に男性母音と女性母音は混在しない(母音調和の規則)。また、
男性母音は a・y グループと o グループ、女性母音は э・ү グループと ө グループに分けられ、1
つの単語中では a・y の後に o は現れないもしくは o の後に a は現れないなどの決まりがある(母
音配列の規則)。格語尾の母音はこの 2 つの規則により決定される。奪格の基本形(－аac4)および
造格の基本形(-аap4)に右上に数字の 4 が記されている理由は、例えば奪格「-ааc4」は「-aac／-ooc
／-ээc／-өөc」の 4 通りのいずれかで、男性母音 a・y グループなら-aac、男性母音 o グループな
ら-ooc、女性母音 э・ү グループなら-ээc、女性母音 ө グループなら-өөc を用いるという意味で
ある。共同格に限っては-тай3となり、男性語 a・y グループは-тай、男性語 o グループは-той、








































／ün(表記は同一)、u／ü(表記は同一)の 3 種類、対格は yi、i の 2 種類、造格は bar／ber(表記は
同一)、iyar／iyer(表記は同一)の 2 種類、奪格は ača／eče(表記は同一)の 1 種類、与位格は tai














音ではなく、直前の子音 н の音が軟口蓋鼻音[ŋ]ではなく歯茎鼻音[n]であること、子音 г の音が
軟口蓋破裂音[g]ではなく口蓋垂破裂音[ɢ ]であることを示している。 
 
8．具体的には、ю が男性軟母音[jo]と女性軟母音[ju]の 2 つの音声を表わす。また、e は女性軟








される場合)を含む уншсан「読んだ」を уншисан と誤記した例をグーグルで検索してみると、










11．二楽荘とは、西本願寺法主・大谷光瑞が 1907 年に神戸の六甲山麓に建てた別荘。 
 
12．『規範字典』が名詞の格語尾結合の表記パターンを計 29 パターンに分類していたのに対し、
吉野は語末が長母音かつ隠れた н を有さない名詞(例として саа「麻痺」をあげている)を追加し、
計 30 パターンに分類している。 
 
13．この 7 つの格以外に、方向格(Directive Case。「～のほうへ」。руу／рүү、луу／лүү のい
ずれかを分離して後置。例：Япон руу явах「日本へ行く」)、欠格(Abessive Case。「～なしの、








мэлхий「蛙」の属格形を мэлхийгийн としてしまうが、正しくは дэлхийн「世界の」、мэлхийн
「蛙の」である。 
 










には母音も挿入される(例：маx(ан)「肉」)。あるいは語末が軟母記号 ь の場合には母音 и に変
化する(例：хонь(хонин)「羊」)。 
 




19．語末が г・р・в の名詞に与位格語尾-д が付くか-т が付くかは注 6 で述べた通りである。また、
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